
JP 2008-77031 A 2008.4.3

10

(57)【要約】
【課題】アナログスイッチで発生する電圧降下を防止し
て線形性を高めるようにして階調誤差を減らすようにし
た駆動回路及びこれを利用した有機電界発光表示装置を
提供する。
【解決手段】データ電圧を生成する駆動回路において、
デジタルデータ信号の上位ビットを利用して複数の第１
デコーディング信号を出力する第１デコーダと、前記複
数の第１デコーディング信号に対応して複数の基準電圧
の中で第１基準電圧と第２基準電圧を選択するスイッチ
部と、デジタルデータ信号の下位ビットを利用して複数
の第２デコーディング信号を出力する第２デコーダと、
選択された前記第１基準電圧と前記第２基準電圧の伝達
を受けて電圧分配をする複数の電圧分配部を含み、一つ
の電圧分配部は二つの第２デコーディング信号の伝達を
受けて前記データ電圧を生成するデータ電圧生成部と、
を含む。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ電圧を生成する駆動回路において、
　デジタルデータ信号の上位ビットを利用して複数の第１デコーディング信号を出力する
第１デコーダと、
　前記複数の第１デコーディング信号に対応して複数の基準電圧の中で第１基準電圧と前
記第１基準電圧より低い電圧を持つ第２基準電圧を選択し、かつ前記複数の第１デコーデ
ィング信号の中で、二つの第１デコーディング信号が同一の第１基準電圧と同一の第２基
準電圧を選択するスイッチ部と、
　デジタルデータ信号の下位ビットを利用して複数の第２デコーディング信号を出力する
第２デコーダと、
　選択された前記第１基準電圧と前記第２基準電圧の伝達を受けて電圧分配をする複数の
電圧分配部を含み、一つの電圧分配部は二つの第２デコーディング信号の伝達を受けて前
記データ電圧を生成するデータ電圧生成部と、
　を含むことを特徴とする駆動回路。
【請求項２】
　前記スイッチ部は、
９本の基準電圧線中２本の基準電圧線を選択して第１基準電圧と前記第１基準電圧より低
い第２基準電圧を選択することを特徴とする請求項１に記載の駆動回路。
【請求項３】
　前記スイッチ部は、同一の第１基準電圧と同一の第２基準電圧を選択する二つの前記第
１デコーディング信号のうちで、
　一番目の第１デコーディング信号の伝達を受けて前記基準電圧の中で第１基準電圧をス
イッチングする第１トランジスタと、
　二番目の第１デコーディング信号の伝達を受けて前記基準電圧の中で前記第１基準電圧
をスイッチングする第２トランジスタと、
　前記一番目の第１デコーディング信号の伝達を受けて前記基準電圧の中で第２基準電圧
をスイッチングする第３トランジスタと、
　前記二番目の第１デコーディング信号の伝達を受けて前記基準電圧の中で前記第２基準
電圧をスイッチングする第４トランジスタと、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の駆動回路。
【請求項４】
　前記一番目の第１デコーディング信号と前記二番目の第１デコーディング信号は異なる
時間に伝達されることを特徴とする請求項３に記載の駆動回路。
【請求項５】
　前記データ電圧生成部は、
　前記第１基準電圧と前記第２基準電圧の伝達を受けて複数の階調電圧を生成する電圧分
配部を含むが、前記電圧分配部は抵抗比を利用して四つの階調電圧を生成することを特徴
とする請求項１に記載の駆動回路。
【請求項６】
　前記データ電圧生成部は、
　前記２つの第２デコーディング信号の中で一番目の第２デコーディング信号に対応して
前記第１基準電圧をスイッチングする第５トランジスタと、
　前記２つの第２デコーディング信号の中で二番目の第２デコーディング信号に対応して
前記第１基準電圧をスイッチングする第６トランジスタと、
　第１、第２及び第３抵抗が直列に連結されて前記第１基準電圧と前記第２基準電圧の間
に形成される抵抗列と、
　前記第１及び第２抵抗の間に連結されて前記一番目の第２デコーディング信号に対応し
てデータ信号の階調電圧を出力する第７トランジスタと、
　前記第２及び第３抵抗の間に連結されて前記二番目の第２デコーディング信号に対応し
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てデータ信号の階調電圧を出力する第８トランジスタと、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の駆動回路。
【請求項７】
　前記一番目の第２デコーディング信号と前記二番目の第２デコーディング信号は異なる
時間に伝達されることを特徴とする請求項６に記載の駆動回路。
【請求項８】
　順次に制御信号を出力するシフトレジスタ部と、
　前記制御信号に対応して直列に入力されるデジタルデータ信号を並列に出力するラッチ
部と、
　前記デジタルデータ信号をデータ電圧に切り替えるＤ／Ａコンバータ部と、
　前記データ電圧を入力するバッファー部を含み、
　前記Ｄ／Ａコンバータ部は、
　デジタルデータ信号の上位ビットを利用して複数の第１デコーディング信号を出力する
第１デコーダと、
　前記複数の第１デコーディング信号に対応して複数の基準電圧の中で第１基準電圧と前
記第１基準電圧より低い電圧を持つ第２基準電圧を選択し、かつ前記複数の第１デコーデ
ィング信号の中で、二つの第１デコーディング信号が同一の第１基準電圧と同一の第２基
準電圧を選択するスイッチ部と、
　デジタルデータ信号の下位ビットを利用して複数の第２デコーディング信号を出力する
第２デコーダと、
　選択された前記第１基準電圧と前記第２基準電圧の伝達を受けて電圧分配をする複数の
電圧分配部を含み、一つの電圧分配部は二つの第２デコーディング信号の伝達を受けて前
記データ電圧を生成するデータ電圧生成部と、
　を含むことを特徴とするデータ駆動部。
【請求項９】
　前記スイッチ部は、
９本の基準電圧線中２本の基準電圧線を選択して第１基準電圧と前記第１基準電圧より低
い第２基準電圧を選択することを特徴とする請求項８に記載のデータ駆動部。
【請求項１０】
　前記スイッチ部は、同一の第１基準電圧と同一の第２基準電圧を選択する２つの前記第
１デコーディング信号のうちで、
　一番目の第１デコーディング信号の伝達を受けて前記基準電圧の中で第１基準電圧をス
イッチングする第１トランジスタと、
　二番目の第１デコーディング信号の伝達を受けて前記基準電圧の中で前記第１基準電圧
をスイッチングする第２トランジスタと、
　前記一番目の第１デコーディング信号の伝達を受けて前記基準電圧の中で第２基準電圧
をスイッチングする第３トランジスタと、
　前記二番目の第１デコーディング信号の伝達を受けて前記基準電圧の中で前記第２基準
電圧をスイッチングする第４トランジスタと、
　を含むことを特徴とする請求項８に記載のデータ駆動部。
【請求項１１】
　前記一番目の第１デコーディング信号と前記二番目の第１デコーディング信号は異なる
時間に伝達されることを特徴とする請求項１０に記載のデータ駆動部。
【請求項１２】
　前記データ電圧生成部は、
　前記第１基準電圧と前記第２基準電圧の伝達を受けて複数の階調電圧を生成する電圧分
配部を含み、前記電圧分配部は抵抗比を利用して四つの階調電圧を生成することを特徴と
する請求項８に記載のデータ駆動部。
【請求項１３】
　前記データ電圧生成部は、
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　前記２つの第２デコーディング信号の中で一番目の第２デコーディング信号に対応して
前記第１基準電圧をスイッチングする第５トランジスタと、
　前記２つの第２デコーディング信号の中で二番目の第２デコーディング信号に対応して
前記第１基準電圧をスイッチングする第６トランジスタと、
　第１、第２及び第３抵抗が直列に連結されて前記第１基準電圧と前記第２基準電圧の間
に形成される抵抗列と、
　前記第１及び第２抵抗の間に連結されて前記一番目の第２デコーディング信号に対応し
てデータ信号の階調電圧を出力する第７トランジスタと、
　前記第２及び第３抵抗の間に連結されて前記二番目の第２デコーディング信号に対応し
てデータ信号の階調電圧を出力する第８トランジスタと、
　を含むことを特徴とする請求項８に記載のデータ駆動部。
【請求項１４】
　前記一番目の第２デコーディング信号と前記二番目の第２デコーディング信号は異なる
時間に伝達されることを特徴とする請求項１３に記載のデータ駆動部。
【請求項１５】
　データ電圧と走査信号の伝達を受けて画像を表現する画素部と、
　前記データ電圧を生成するデータ駆動部と、
　前記走査信号を生成する走査駆動部を含み、
　前記データ駆動部は、
　デジタルデータ信号の上位ビットを利用して複数の第１デコーディング信号を出力する
第１デコーダと、
　前記複数の第１デコーディング信号に対応して複数の基準電圧の中で第１基準電圧と前
記第１基準電圧より低い電圧を持つ第２基準電圧を選択し、かつ前記複数の第１デコーデ
ィング信号の中で、二つの第１デコーディング信号が同一の第１基準電圧と同一の第２基
準電圧を選択するスイッチ部と、
　デジタルデータ信号の下位ビットを利用して複数の第２デコーディング信号を出力する
第２デコーダと、
　選択された前記第１基準電圧と前記第２基準電圧の伝達を受けて電圧分配をする複数の
電圧分配部を含み、一つの電圧分配部は二つの第２デコーディング信号の伝達を受けて前
記データ電圧を生成するデータ電圧生成部と、
　を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項１６】
　前記スイッチ部は、
　９本の基準電圧線中２本の基準電圧線を選択して第１基準電圧と前記第１基準電圧より
低い第２基準電圧を選択することを特徴とする請求項１５に記載の有機電界発光表示装置
。
【請求項１７】
　前記スイッチ部は、同一の第１基準電圧と同一の第２基準電圧を選択する２つの前記第
１デコーディング信号のうちで、
　一番目の第１デコーディング信号の伝達を受けて前記基準電圧の中で第１基準電圧をス
イッチングする第１トランジスタと、
　二番目の第１デコーディング信号の伝達を受けて前記基準電圧の中で前記第１基準電圧
をスイッチングする第２トランジスタと、
　前記一番目の第１デコーディング信号の伝達を受けて前記基準電圧の中で第２基準電圧
をスイッチングする第３トランジスタと、
　前記二番目の第１デコーディング信号の伝達を受けて前記基準電圧の中で前記第２基準
電圧をスイッチングする第４トランジスタと、
　を含むことを特徴とする請求項１５に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１８】
　前記一番目の第１デコーディング信号と前記二番目の第１デコーディング信号は異なる
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時間に伝達されることを特徴とする請求項１７に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１９】
　前記データ電圧生成部は、
　前記第１基準電圧と前記第２基準電圧の伝達を受けて複数の階調電圧を生成する電圧分
配部を含むが、前記電圧分配部は抵抗比を利用して四つの階調電圧を生成することを特徴
とする請求項１５に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２０】
　前記データ電圧生成部は、
　前記２つの第２デコーディング信号の中で一番目の第２デコーディング信号に対応して
前記第１基準電圧をスイッチングする第５トランジスタと、
　前記２つの第２デコーディング信号の中で二番目の第２デコーディング信号に対応して
前記第１基準電圧をスイッチングする第６トランジスタと、
　第１、第２及び第３抵抗が直列に連結されて前記第１基準電圧と前記第２基準電圧の間
に形成される抵抗列と、
　前記第１及び第２抵抗の間に連結されて前記一番目の第２デコーディング信号に対応し
てデータ信号の階調電圧を出力する第７トランジスタと、
　前記第２及び第３抵抗の間に連結されて前記二番目の第２デコーディング信号に対応し
てデータ信号の階調電圧を出力する第８トランジスタを含むことを特徴とする請求項１５
に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２１】
　前記一番目の第２デコーディング信号と前記二番目の第２デコーディング信号は異なる
時間に伝達されることを特徴とする請求項２０に記載の有機電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は駆動回路及びこれを利用した有機電界発光表示装置に関し、より詳細には、ア
ナログスイッチで発生する電圧降下を防止して線形性を高めるようにして階調誤差を減ら
すようにした駆動回路及びこれを利用した有機電界発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　平板表示装置は基板上にマトリックス形態で複数の画素を配置して表示領域とし、各画
素に走査線とデータ線を連結して画素にデータ信号を選択的に印加してディスプレイをす
る。
【０００３】
　平板表示装置は画素の駆動方式によってパッシブ（Ｐａｓｓｉｖｅ）マトリックス型発
光表示装置とアクティブ（Ａｃｔｉｖｅ）マトリックス型発光表示装置に仕分けされ、解
像度、コントラスト、動作速度の観点から単位画素ごとに選択して点燈するアクティブマ
トリックス型が主類になっている。
【０００４】
　このような平板表示装置はパーソナルコンピューター、携帯電話、ＰＤＡなどの携帯情
報端末などの表示装置や各種情報機器のモニターとして使われており、液晶パネルを利用
したＬＣＤ、有機電界発光素子を利用した有機電界発光表示装置、プラズマパネルを利用
したＰＤＰなどが知られている。
【０００５】
　近年、陰極線管に比べて重さと体積の小さい各種発光表示装置が開発されており、特に
発光効率、輝度及び視野角がすぐれて応答速度の速い有機電界発光表示装置が注目されて
いる。
【０００６】
　図１は、一般的な有機電界発光表示装置の構造を示す構造図である。図１を参照して説
明すれば、有機電界発光表示装置は画素部１００、データ駆動部２００、走査駆動部３０
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０を含む。
【０００７】
　画素部１００は、複数のデータ線Ｄ１、Ｄ２、…Ｄｍ－１、Ｄｍと複数の走査線Ｓ１、
Ｓ２…Ｓｎ－１、Ｓｎを含んでおり、複数のデータ線Ｄ１、Ｄ２、…Ｄｍ－１、Ｄｍと複
数の走査線Ｓ１、Ｓ２、…Ｓｎ－１、Ｓｎによって定義される領域に形成される複数の画
素を含む。
【０００８】
　画素１０１は画素回路と有機電界発光素子を含んで、画素回路から複数のデータ線Ｄ１
、Ｄ２、…Ｄｍ－１、Ｄｍを通じて伝達されるデータ信号と複数の走査線Ｓ１、Ｓ２、…
Ｓｎ－１、Ｓｎを通じて伝達される走査信号によって画素に流れる画素電流を生成して有
機電界発光素子に流れるようにする。
【０００９】
　データ駆動部２００は、複数のデータ線Ｄ１、Ｄ２、…Ｄｍ－１、Ｄｍと連結されてデ
ータ信号を生成して一行分のデータ信号を順次に複数のデータ線Ｄ１、Ｄ２、…Ｄｍ－１
、Ｄｍに伝達する。そして、データ駆動部２００はＤ／Ａコンバータを具備してデジタル
信号をアナログ信号に切り替えた階調電圧を生成してデータ線Ｄ１、Ｄ２、…Ｄｍ－１、
Ｄｍに伝達する。
【００１０】
　走査駆動部３００は、複数の走査線Ｓ１、Ｓ２…Ｓｎ－１、Ｓｎと連結されて走査信号
を生成して複数の走査線Ｓ１、Ｓ２…Ｓｎ－１、Ｓｎに伝達する。走査信号によって特定
の行が選択されて、選択された行に位置する画素１０１にデータ信号が伝達されて画素は
データ信号に対応する電流が生成される。
【００１１】
　図２は、図１に示された有機電界発光表示装置のデータ駆動部に採用されたＤ／Ａコン
バータで階調電圧を生成する抵抗部を示す回路図である。
【００１２】
　図２を参照して説明すれば、抵抗部は８個の階調電圧を生成するようにしたものを想定
する。８個の階調電圧を生成するために８本の抵抗が直列に連結されて、直列に連結され
た抵抗の両端に高電圧である第１基準電圧と低電圧である第２基準電圧が伝達され、第１
基準電圧と第２基準電圧が８本の抵抗によって分配された電圧がデータ電圧となる。
【００１３】
　上記のように構成されたＤ／Ａコンバータは８本の抵抗によって分配された８個のデー
タ電圧、すなわち、３ビットのデータ電圧を生成することができる。したがって、上記の
ように構成されたＤ／Ａコンバータで８ビットのデータを表現するためには２５６本の抵
抗が必要になる。したがって、Ｄ／Ａコンバータの大きさが大きくなってデータ駆動部の
大きさが大きくなるという問題点がある。
【特許文献１】特開平８－２３４６９７号明細書
【特許文献２】特開平９－２５２２４０号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　したがって、本発明は前記従来技術の問題点を解決するために創出されたもので、その
目的はＤ／Ａコンバータの面積を減らしてデータ駆動部のサイズを小さくして、非発光面
積の小さい有機電界発光表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　前記目的を果たすための本発明の第１側面は、データ電圧を生成する駆動回路において
、デジタルデータ信号の上位ビットを利用して複数の第１デコーディング信号を出力する
第１デコーダと、前記複数の第１デコーディング信号に対応して複数の基準電圧の中で第
１基準電圧と前記第１基準電圧より低い電圧を持つ第２基準電圧を選択し、かつ前記複数
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の第１デコーディング信号の中で、二つの第１デコーディング信号が同一の第１基準電圧
と同一の第２基準電圧を選択するスイッチ部と、デジタルデータ信号の下位ビットを利用
して複数の第２デコーディング信号を出力する第２デコーダと、選択された前記第１基準
電圧と前記第２基準電圧の伝達を受けて電圧分配をする複数の電圧分配部を含み、一つの
電圧分配部は二つの第２デコーディング信号の伝達を受けて前記データ電圧を生成するデ
ータ電圧生成部と、を含む駆動回路を提供する。
【００１６】
　前記目的を果たすための本発明の第２側面は、順次に制御信号を出力するシフトレジス
タ部と、前記制御信号に対応して直列に入力されるデジタルデータ信号を並列に出力する
ラッチ部と、前記デジタルデータ信号をデータ電圧に切り替えるＤ／Ａコンバータ部と、
前記データ電圧を入力するバッファー部を含み、前記Ｄ／Ａコンバータ部はデジタルデー
タ信号の上位ビットを利用して複数の第１デコーディング信号を出力する第１デコーダと
、前記複数の第１デコーディング信号に対応して複数の基準電圧の中で第１基準電圧と前
記第１基準電圧より低い電圧を持つ第２基準電圧を選択し、かつ前記複数の第１デコーデ
ィング信号の中で、二つの第１デコーディング信号が同一の第１基準電圧と同一の第２基
準電圧を選択するスイッチ部と、デジタルデータ信号の下位ビットを利用して複数の第２
デコーディング信号を出力する第２デコーダと、選択された前記第１基準電圧と前記第２
基準電圧の伝達を受けて電圧分配をする複数の電圧分配部を含み、一つの電圧分配部は二
つの第２デコーディング信号の伝達を受けて前記データ電圧を生成するデータ電圧生成部
と、を含むデータ駆動部を提供する。
【００１７】
　前記目的を果たすための本発明の第３側面は、データ電圧と走査信号の伝達を受けて画
像を表現する画素部と、前記データ電圧を生成してデータ駆動部と、前記走査信号を生成
して走査駆動部を含むが、前記データ駆動部はデジタルデータ信号の上位ビットを利用し
て複数の第１デコーディング信号を出力する第１デコーダと、前記複数の第１デコーディ
ング信号に対応して複数の基準電圧の中で第１基準電圧と前記第１基準電圧より低い電圧
を持つ第２基準電圧を選択するが、前記複数の第１デコーディング信号の中で、二つの第
１デコーディング信号が同一の第１基準電圧と同一の第２基準電圧を選択するスイッチ部
と、デジタルデータ信号の下位ビットを利用して複数の第２デコーディング信号を出力す
る第２デコーダと、選択された前記第１基準電圧と前記第２基準電圧の伝達を受けて電圧
分配をする複数の電圧分配部を含み、一つの電圧分配部は二つの第２デコーディング信号
の伝達を受けて前記データ電圧を生成するデータ電圧生成部と、を含む有機電界発光表示
装置を提供する。
【発明の効果】
【００１８】
　以上のように、本発明による駆動回路及びこれを利用した有機電界発光表示装置によれ
ば、８階調のデータ信号を生成するための基準電圧の配線数を減らしてＤ／Ａコンバータ
の面積を減らすことができ、それによるデータ駆動部の大きさを減らすことができる。
【００１９】
　また、データ駆動部のサイズが小さくなることによって有機電界発光表示装置の非発光
領域の面積を減らすことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施例を添付した図面を参照して説明する。
　図３は、本発明による有機電界発光表示装置で採用されたデータ駆動部を示す構造図で
ある。
【００２１】
　図３を参照して説明すれば、データ駆動部２００はシフトレジスタ２１０、サンプリン
グラッチ２２０、ホルディングラッチ２３０、レベルシフタ２４０、Ｄ／Ａコンバータ２
５０及びバッファー部２６０を含む。
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【００２２】
　シフトレジスタ２１０は複数のフリップフロップで構成され、クロック信号ＣＬＫと同
期信号Ｈｓｙｎｃに対応してサンプリングラッチ２２０を制御する。
【００２３】
　サンプリングラッチ２２０はシフトレジスタ２１０の制御信号にしたがって一行分のデ
ータ信号を順次入力して並列的に出力する。順次に入力して並列的に出力する方式をＳＩ
ＰＯ（Ｓｅｒｉａｌ　Ｉｎ　Ｐａｒａｌｌｅｌ　Ｏｕｔ）と言う。そして、ホルディング
ラッチ２３０は信号を並列的に入力して再度並列的に出力する。並列に入力して並列に出
力する方式をＰＩＰＯ（Ｐａｒａｌｌｅｌ　Ｉｎ　Ｐａｒａｌｌｅｌ　Ｏｕｔ）と言う。
【００２４】
　レベルシフタ２４０はホルディングラッチ２３０から出力された信号をシステムの動作
電圧にレベルを変更してＤ／Ａコンバータ２５０に伝達する。
【００２５】
　Ｄ／Ａコンバータ２５０はデジタル信号に伝達される信号をアナログ信号に伝達して該
階調電圧を選択してバッファー部２６０に伝達し、バッファー部２６０は階調電圧を増幅
してデータ線に伝達する。
【００２６】
　図４は、本発明によるＤ／Ａコンバータの構造を示す構造図である。
　図４を参照して説明すれば、Ｄ／Ａコンバータ２５０は、第１デコーダ２５１、スイッ
チ部２５２、第２デコーダ２５３及びデータ電圧生成部２５４を含む。Ｄ／Ａコンバータ
２５０は２５６階調を表現するためにデータ信号は８ビット信号で構成される。
【００２７】
　第１デコーダ２５１はデータ信号の上位４ビットを利用して１６個の第１デコーディン
グ信号を生成する。第１デコーダ２５１は１６個のＮＡＮＤゲートを含み、データ信号の
上位４ビットの信号とその副信号を利用して１６個の第１デコーディング信号を生成して
１６個のＮＡＮＤゲートの中で一つのＮＡＮＤゲートを選択して第１デコーディング信号
を出力する。便宜上一番左側にあるＮＡＮＤゲートから順に、第１ＮＡＮＤゲート、第２
ＮＡＮＤゲート、…、第１６ＮＡＮＤゲートとする。
【００２８】
　スイッチ部２５２は全部で９本の基準電圧線Ｖ０、Ｖ１、…、Ｖ８の中で二つの基準電
圧線を選択して複数の基準電圧の中で第１基準電圧と第１基準電圧より低い第２基準電圧
を選択する。スイッチ部２５２は全部で３２個のトランジスタで構成されて、３２個のト
ランジスタはそれぞれ二つのトランジスタがペアを成して１６個のペアを形成する。一番
左側に位置する一つのペアを形成するトランジスタを第１トランジスタと第２トランジス
タとし、その隣にあるペアを形成するトランジスタを第３トランジスタと第４トランジス
タとする。そして、ペアを成した二つのトランジスタはそれぞれソース端に９本の基準電
圧線のうち一つの基準電圧線に連結されてゲートはそれぞれ第（２ｎ＋１）ＮＡＮＤゲー
トと第（２ｎ＋２）ＮＡＮＤゲート（ｎ＝０、１、…、７）が連結される。したがって、
第１ＮＡＮＤゲートを通じて第１デコーディング信号が出力されれば第１トランジスタと
第３トランジスタがオン状態になって、第１基準電圧と第２基準電圧を選択してデータ電
圧生成部に伝達する。
【００２９】
　第２デコーダ２５３はデータ信号の下位４ビットを利用して１６個の第２デコーディン
グ信号を生成する。第２デコーダ２５３は１６個のＮＡＮＤゲートを含み、データ信号の
下位４ビットの信号とその副信号を利用して１６個の第２デコーディング信号を生成して
１６個のＮＡＮＤゲートのうち一つのＮＡＮＤゲートを選択して第２デコーディング信号
を出力する。便宜上一番左側にあるＮＡＮＤゲートから第１７ＮＡＮＤゲート、第１８Ｎ
ＡＮＤゲート、…、第３２ＮＡＮＤゲートとする。
【００３０】
　データ電圧生成部２５４は８個の電圧分配部を含み、各電圧分配部は４個のトランジス
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タと３本の抵抗からなる抵抗列で構成される。４個のトランジスタの中で２個のトランジ
スタはソースを通じて第１基準電圧の伝達を受けて、ドレインは抵抗列の一方端に連結さ
れてゲートはそれぞれ第（２ｎ＋１７）ＮＡＮＤゲートと第（２ｎ＋１８）ＮＡＮＤゲー
ト（ｎ＝０、１、…、７）に連結される。そして、残りの２個のトランジスタは、ソース
は３本の抵抗列の中で中央に位置した抵抗の両端にそれぞれ連結されて、ドレインは出力
端に連結されてゲートは前記第（２ｎ＋１７）ＮＡＮＤゲートと前記第（２ｎ＋１８）Ｎ
ＡＮＤゲートにそれぞれ連結される。
【００３１】
　そして、出力線にはプリセット信号ＰＲＥとプリセットバー信号ＰＲＥＢによって動作
するトランジスタがそれぞれ連結されて動作する。
【００３２】
　そして、第１基準電圧ＲｅｆＨと第２基準電圧ＲｅｆＬの選択は第１デコーダ２５１に
よって１６通り存在し、データ電圧も同様に第２デコーダ２５４によって１６通り存在す
るので、２５６階調を表現することができる。
【００３３】
　図５は、本発明によるＤ／Ａコンバータでスイッチ部とデータ電圧生成部の連結を示す
回路図である。
【００３４】
　図５を参照して説明すれば、スイッチ部は第１基準電圧ＲｅｆＨをスイッチングする第
１トランジスタＭ１と第２トランジスタＭ２、第２基準電圧ＲｅｆＬをスイッチングする
第３トランジスタＭ３と第４トランジスタＭ４を含み、データ電圧生成部は第１基準電圧
ＲｅｆＨをスイッチングする第５トランジスタＭ５と第６トランジスタＭ６、第１、第２
及び第３抵抗ｒ１、ｒ２、ｒ３が直列に連結された抵抗列、第１抵抗ｒ１と第２抵抗ｒ２
の間に連結されて出力端に信号を伝達する第７トランジスタＭ７、及び第２抵抗ｒ２と第
３抵抗ｒ３の間に連結されて出力端に信号を伝達する第８トランジスタＭ８を含む。
【００３５】
　そして、第１トランジスタＭ１の抵抗をＲａ、第２トランジスタＭ２の抵抗をＲｃ、第
３トランジスタＭ３の抵抗をＲｂ、第４トランジスタＭ４の抵抗をＲｄ、第５トランジス
タＭ５の抵抗をＲｆ、第６トランジスタＭ６の抵抗をＲｅとする。
【００３６】
　そして、第１トランジスタＭ１と第３トランジスタＭ３が同一のゲート電圧により制御
されて、第２トランジスタＭ２と第４トランジスタＭ４が同一のゲート電圧により制御さ
れて、第５トランジスタＭ５と第８トランジスタＭ８が同一のゲート電圧により制御され
て、第６トランジスタＭ６と第７トランジスタＭ７が同一のゲート電圧により制御される
。
【００３７】
　そして、各トランジスタ等のスイッチング動作によってデータ電圧生成部は図６に示さ
れているようにそれぞれの四つの抵抗列に表現されうる。すなわち、一つの第１基準電圧
Ｒｅｆ１と第２基準電圧Ｒｅｆ２によって四つの階調電圧が出力されるようになる。
【００３８】
　したがって、一つのデータ電圧生成部から四つの階調電圧を生成することができ、８個
の電圧分配部は全部で３２階調の階調電圧を生成することができる。
【００３９】
　図７は、図５に示された電圧分配部と第１選択部で階調電圧を生成する概念を示すグラ
フである。
【００４０】
　図７を参照して説明すれば、第１基準電圧と第２基準電圧が選択された状態で第１階調
電圧と第２階調電圧を１６段階で区分した後、各段階で中間値を捜して全部で３２個の階
調電圧を生成する。この時、データ信号が６ビットの場合には、１６段階のみ区分して全
部で１６個の階調電圧を生成し、７ビットまたは８ビットの場合３２個の階調電圧すべて
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を生成する。
【００４１】
　図８は、図１に示された有機電界発光表示装置に採用された画素の一例を示す回路図で
ある。
【００４２】
　図８を参照して説明すれば、画素はデータ線Ｄｍ、走査線Ｓｎ及び画素電源線ＥＬＶｄ
ｄに連結されて第１トランジスタＴ１、第２トランジスタＴ２、キャパシタＣｓｔ及び有
機電界発光素子ＯＬＥＤを含む。
【００４３】
　第１トランジスタＴ１のソースは画素電源線ＥＬＶｄｄに連結されてドレインは有機電
界発光素子ＯＬＥＤのアノードに連結され、ゲートは第１ノードＮ１に連結される。第２
トランジスタＴ２のソースはデータ線Ｄｍに連結されてドレインは第１ノードＮ１に連結
され、ゲートは走査線Ｓｎに連結される。
【００４４】
　キャパシタＣｓｔは第１ノードＮ１と画素電源線ＥＬＶｄｄの間に連結されて所定時間
の間第１ノードＮ１と画素電源線ＥＬＶｄｄの間の電圧を維持させる。
【００４５】
　有機発光素子ＯＬＥＤはアノード電極とカソード電極及び発光層を含み、アノード電極
が第１トランジスタＴ１のドレインに連結されてカソード電極が低電位の電源ＥＬＶｓｓ
に連結され、第１トランジスタＴ１のゲートに印加される電圧に対応して有機電界発光素
子ＯＬＥＤアノード電極からカソード電極へ電流が流れれば、発光層から光を発光して電
流の量に対応して明るさが調節される。
【００４６】
　以上添付した図面を参照して本発明について詳細に説明したが、これは例示的なものに
過ぎず、当該技術分野における通常の知識を有する者であれば、多様な変形及び均等な他
の実施例が可能であるということを理解することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】一般的な有機電界発光表示装置の構造を示す構造図である。
【図２】図１に示された有機電界発光表示装置のデータ駆動部に採用されたＤ／Ａコンバ
ータで階調電圧を生成する抵抗部を示す回路図である。
【図３】本発明による有機電界発光表示装置で採用されたデータ駆動部を示す構造図であ
る。
【図４】本発明によるＤ／Ａコンバータの構造を示す構造図である。
【図５】本発明によるＤ／Ａコンバータでスイッチ部とデータ電圧生成部の連結を示す回
路図である。
【図６ａ】階調電圧を生成する抵抗列の等価回路図である。
【図６ｂ】階調電圧を生成する抵抗列の等価回路図である。
【図６ｃ】階調電圧を生成する抵抗列の等価回路図である。
【図６ｄ】階調電圧を生成する抵抗列の等価回路図である。
【図７】図５に示された電圧分配部と第１選択部で階調電圧を生成する概念を示すグラフ
である。
【図８】図１に示された有機電界発光表示装置に採用された画素の一例を示す回路図であ
る。
【符号の説明】
【００４８】
　２１０　シフトレジスタ
　２２０　サンプリングラッチ
　２３０　ホルディングラッチ
　２４０　レベルシフタ
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　２５０　Ｄ／Ａコンバータ
　２６０　バッファー部

【図１】

【図２】

【図３】
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